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技術審議会 
長期維持管理技術委員会（平成26年度 第１回） 

平成26年7月23日 

  

大規模修繕・更新事業の 

計画と課題 
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資料－No.3 
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イメージ図 定  義 

補修 
構造物の健全性低下を初期水準にまで回復させる行為 
 ○数時間程度の交通規制を伴う行為 

修繕 
構造物の健全性低下を必要水準まで引き上げる行為 
 ○数時間～１週間の交通規制を伴う行為  

大規模
修繕 

 

(部分更新等) 

古い設計基準により建設された構造物等で健全性低下が著し
く，必要水準まで引き上げるため大規模な修繕や部分的に更
新を行う行為 
 ○１週間～６ヶ月程度の交通規制を伴う行為 

大規模
更新 

 

(全体更新) 
 

古い設計基準により建設された構造物等で構造物の健全性
低下が極めて著しく，必要水準まで引き上げるため全体的に更
新を行う行為 
 ○代替路整備を前提．１年程度の交通規制を伴う行為 
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床版補強等 

ひびわれ注入等 

床版・高欄再構築等 

資産管理の手段 

桁・橋脚の再構築等 



w
w

w
.h

a
n
s
h
in

-e
x
p
.c

o
.j

p
 

 3 

資産管理のイメージ（提言（平成25年4月）） 

アセット 

補修 修繕 

点検 

大規模更新 
（全体更新） 

４５年の 
アセット管理（今まで） 

永続的な利用を想定した 
アセット管理（今回） 

大規模修繕 
（部分更新等） 

再補修と再劣化の繰り返し， 
再補修困難，複合劣化 

大 小 
要求性能－健全度 

規模（大） 規模（中） 規模（小） 
 
 

サービスレベル
確保への対応 
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資産管理のイメージ（更新計画（平成26年1月）） 

アセット 

補修 修繕 

点検 

大規模更新 
（全体更新） 

４５年の 
アセット管理（今まで） 

永続的な利用を想定した 
アセット管理（今回） 

大規模修繕 
（部分更新等） 

再補修と再劣化の繰り返し， 
再補修困難，複合劣化 

大 小 
要求性能－健全度 

規模（大） 規模（中） 規模（小） 
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 「構造物の老朽化等による要補修箇所の増加」，そのうち 

   Ａ 再劣化と再補修を繰り返す構造物 

   Ｂ 再補修できない構造物 

   Ｃ 複合的な要因で機能回復が困難な構造物 

 以上は「大規模更新」又は「大規模修繕」の検討が適当 

大規模修繕・更新の選定の基本的考え方 
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抽出された検討構造物一覧 

構造種別 検討構造物 分類 

基礎 鋼製フーチング Ａ 

橋脚 RC橋脚（ASR橋脚） Ｂ 

コンクリート桁 
有ヒンジPC橋 Ａ 

PCポステンT桁 Ａ 

鋼桁 

鋼桁端部腐食 Ａ 

鋼桁疲労 Ａ 

複合劣化した橋梁 Ｃ 

床組 
補修済みRC床版 Ｂ 

鋼床版疲労 Ａ 

※）参照 

長期維持管理及び更新に
関する技術検討委員会 

(第2回H24.12.22) 
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対象構造 
（分類） 

箇所 選定理由 

PC 
有ヒンジ橋 
（Ａ）  

喜連 
瓜破 
・ 

京橋 

・設計当初に想定された以上の変形が継続進行 
・今後，垂れ下がりの進行もしくは再進行が見込まれ，路面の段
差が拡大 

RC床版 
打替 
（Ｂ） 

・S48道示未適用，河川上等で施工時に弱点が生じやすい箇
所で床版厚が薄く，Ａランク損傷発生，雨水浸入や荷重の繰
返作用により砂利化 

鋼製 
フーチング 
（Ａ） 

湊町 
・地下街の上に位置し荷重軽減のため鋼製基礎を採用 
・地下水の上昇より常に乾湿状態の繰り返し，腐食が進行，点
検補修困難 

複合 
劣化橋梁 
（Ｃ）  

  

湊川 
・狭隘な空間で建設のためコンパクトな鋼構造で，変形しやすい．
阪神大震災時に損傷を生じたが早期復旧のため再利用 

法円坂 
・地下遺跡への影響を軽減のため，薄い鋼構造の採用で，変形
しやすく，疲労亀裂が多発 

大豊橋 
・大阪万博に合わせるため，府道の橋梁を阪神高速として再整
備．高低調整のためのコンクリート重量増は設計で考慮されて
おらず，床版や桁に損傷が多発 

「大規模更新」選定の考え方 
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基
本
選
定 
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床版 

その他 

ＲＣ 

鋼床版 

大規模更新 
＊床版取り替え ［選定条件］ 

 補強の有無 
 設計基準の 
適用年次 

 損傷状況 

［選定条件］ 
 使用環境 
 （供用年次） 
 損傷状況 

満足かつ河川
上などの制約 

大規模修繕 
*増設桁など 

大規模修繕 
*ＳＦＲＣなど 

通常維持管理 

満足 

「大規模修繕」選定の考え方 

満足 

満たさない 

満たさない 

ＰＣ 

（軽量，グレーチング） 

Ｂ 

Ａ 
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定 
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桁 

ＲＣ 

ＰＣ 

［選定条件］ 
 設計基準の 
適用年次 

 損傷状況 

満足 
大規模修繕 

*外ケーブル補強など 

通常維持管理 

「大規模修繕」選定の考え方 

［コンクリート桁］ 

満たさない 

ポス
テン 

プレ
テン 

Ａ 
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基 
本 
選 
定 

9 

桁 

鋼桁 

腐食
鋼桁
端部 

［選定条件］ 
 設計基準の 
適用年次 

 損傷状況 

満足 
大規模修繕 

*ノージョイント化など 

通常維持管理 

満たさない 

「大規模修繕」選定の考え方 

疲労 
桁端
以外 

［鋼桁］ 

［選定条件］ 
 設計基準の 
適用年次 

 構造特性 
 使用環境 
 損傷状況 

大規模修繕 
*あて板など 

満たさない 

満足 

Ａ 

Ａ 
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本 
選 
定 
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橋脚 

大規模修繕 
*鋼板補強など 

通常維持管理 

コンクリート橋脚 

「大規模修繕」選定の考え方 

複合橋脚 
SRC橋脚 

［選定条件］ 
 健全度 
 損傷状況 

満足 

満たさない 

鋼製橋脚 

Ｂ 
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更新計画(平成26年1月) 

１４号松原線
喜連瓜破付近 

３号神戸線 
京橋付近 

３号神戸線 
湊川付近 

１２号守口線 
南森町～長柄 

１３号東大阪線 
法円坂付近 

１１号池田線
大豊橋付近 

１５号堺線 
湊町付近 

１１号池田線 
福島～塚本 

１５号堺線 
芦原～住之江 

１号環状線 
湊町～本町 

※２ 

※２ 

※２ 

※２ 
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※１：既に重大な損傷が発生している箇所（約13km）について図示 
    残りの箇所については，重大な損傷が発生しやすい箇所から，点検状況 
   や現地条件を踏まえ，実施箇所を確定 

   ：大規模更新箇所（約5㎞） 

   ：大規模修繕箇所（約57㎞） ※１ 

※2：大規模更新のうち床版取替えについては，着色されている区間の 
    うち，損傷が発生している床版に限定して取替えを実施 

◯大規模修繕,大規模更新の実施区間は,約62ｋｍ 
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選定指標の考え方と課題 

更新計画（平成26年1月）の考え方 
最新の保有情報（資産ＤＢ，点検・補修ＤＢ）に基づき
設定（損傷状況，適用設計基準，使用環境，構造特
性，構造的制約条件など） 

課題：「選定指標」と「構造物の健全度」 
   との相関の明確化 
 損傷ランクと構造物健全度との関係    
 （保有データから不足情報の洗い出し） 
 適用基準や使用環境の違いによる劣化進行の
差異（変状分析） 

 選定された工種・構造物相互で，健全度評価も
しくは損傷リスクの整合 
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第3回（H27.3頃）以後 
 
 
 
 
 

第1回（H26.7.23）  第2回（H26.10）

 
 
 
 
 
 

選定指標の検
証と計画内容
の精査 

事業計画策定
における選定
指標の考え方 

今後の審議内容とスケジュール（H26年度） 

システム高度化
の課題抽出 

維
持
管
理 

シ
ス
テ
ム 

損傷ランクと健全性との関係，適用基準の
違いによる劣化進行状況・・・・ 

計
画
案 

技
術
課
題
の

継
続
的
改
善 

健全性評価の在り方・検討 

システム高度化に向けた検討 

課題抽出 

損傷状況、適用設計基準、使用環境、構造特性、
構造的制約条件など 

事
業
計
画
・
実
施 


